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2 問題解決の学習について 




































































表現している。J.Dewey の 1「暗示」という段階は G.Polya でいう「未知のもの」に出会う段階を表現し
ている。 













G.Polya の「問題を理解する」ために図を描くことや条件を分離することから A.H.Schoenfeld の「問
題を簡単にする、問題を言い直す」ことができる。 
Leone.Burton では、1「Entry」（ここは問題を理解する段階である。ここでは「問題を調べよ。推測し
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たり、テストしてみよ。用語や関係を明確にせよ。情報を引き出せ。表現や記録の仕方を考えよ」とい
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な手順が為されている。また、Leone.Burtonはこの段階を「解決を見出す主要な活動の段階」と述べ
ているように G,Polya も同様、一番困難であり大切な段階であると述べている。 
また 2段階目の「計画を立てる」の例として、1段階目に挙げた例の続きから考える。問題に対して
似た問題はないか、似た問題で使える条件はないか等と考えていく中で、仮設を立て、鉛筆君の家
を中心に円を描き、円と円の交点が雷の落ちた場所と予測し、3 つの円を描けば 1 点で交わり、その
点が雷の落ちた場所と推測できる過程にあたると考える。 
G.Polyaの 3段階目「計画を実行すること」にあたる段階を諸説ではどのように定義されているのか
4人(F,Fehrは G.Polyaの 2、3段階目を 1段階にまとめているのでここでは除く)を例に挙げる。 
J.Dewey では、4「推理作用」（第 3 段階で立てた仮設が妥当なものかどうか推理によって検討す
る段階）にあたり、「計画を実行する＝推理（意味は「あらかじめ知られていることから道筋を追って新
しい知識・結論を導きだすこと」：広辞苑より）」と表現されている。 
































 これらの段階は、結果や結論が出た後の段階である。J.Dewey は 4「推理作用」で明らかになっ
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であろう。このような子どもは、たとえ筆記テストの成績がよくても、算数を使いこなして、問題を解決







































































 ③学習指導を進めながら、絶えず目標に照らして評価する  
 毎日の学習指導を進めるにあたって、教師は絶えず子どもたちの行動を観察し、その困難や混乱
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 3.3.1 問題解決過程と評価 




















































 4.1 授業観察の方法と期間 





  4.1.2 授業観察の期間 
 平成 24年 6月 13日から 7月 23日の主に月曜日、水曜日と金曜日に授業観察を行い、計 13
日分を記録した。鳥取県内の H小学校に協力をへて、第 4学年を対象に行った。  
 4.2 13日間の観察記録  
ここでは、授業観察記録と、その記録を通して見えてきた評価場面を示したい。また、前述した授
業の視点となる 3つの過程の中でも以下に挙げる a～lの 12個を視点に授業を考察したものである。 







































































































  +  90  
    600  
S3：確かめしたら 600円になった 
T：何が違うのかな 





















180円のジュース  90円のドーナツ    □円おつり 
500円 
180円のジュース 90円のドーナツ □円おつり 

































































  まず、べつべつのから発表してもらおうか 
S：180＋90＝270 
















ジュースとドーナツ 270円 おつり□円 
500円 









































































































































































































































































































S3：500‐(90×4)＝500－360＝140  140円 
T：この式に説明を入れると？ 



















1 4 (さつ) 
(円) 500－(90×4)＝500‐360 








































































































































































絵具 120円×4 筆 150円×3 






































































































































































































   ・ 




CA7：45＋92＝137で 137＋8で 145 
TA7：なんでそうしたの？ 
CA7：足し算の計算は左からだから 


































































    (□＋○)＋△＝□＋(○＋△) 
    (□×○)×△＝□×(○×△) 
TW＆TA15：工夫して計算しよう 
      今日はこれをしたいと思います 
 
TW16：計算を工夫しよう 




   簡単になる数値をみつけれるかどうかだね 











































































   ・ 
   ・ 
TA25：工夫できてないね 





      5600－56 
CA26：その理由を言います、5600は 100の時なので 56をひかないといけない 
CA27：99から 100に 1つの 56をあげているので、56を引く 
TW28：99×56 
   100×56 


















































































































































































































    40×5=200 




































あすかさん 60円 妹 40円 


























































































































































































































































   40×5=200 





















































































      5×3-2×3=15-6＝9 



























































































































































































































































































































































































































































































































  プリントはノートに挟んで提出してください 






















































   減算 
   乗 



































































    結合法則 
TA9：もうひとつ 
TW10： 分配法則 
    (○＋△)×□＝○×□；△×□ 
↑CA12：○×□＋△×□ 
TA11：はい、問題です 
TW12：４  ４  ４  ４＝４ 

























































































TW1：4 4 4 4＝1 
   4 4 4 4＝2 
   4 4 4 4=3 
   4 4 4 4=4 
         5 
         6 
         7 
         8 
         9 
TA2：今うつさなくていいから、作る数を決めてから考えてみて 
CA1：一つできた、8ができた。 
CN2：4 4 4 4=3 
TA3：偶然でなくて作ろうと思って作れたらいいな 
CA3：4×4÷(4×4)=1 
CN4 ：(4+4)＋4 4= 
      ÷4 4= 
      ‐4 4＝ 































































    ②  ① 
   4＋4＋4‐4＝2 
   4×4×4÷4＝16 
CN10：4×4÷(4＋4)＝2 
    4×4÷4÷4 
 (アンケート？) 
TA1：1ができた人 →ほぼ全員 
   2ができた人→4人 
   3ができた人→15人 
   4ができた人→みんな 
   5ができた人→6人 
   6ができた人→6人 
   7ができた人→1人 
   8ができた人→みんな 
   9ができた人→10人 
   0ができた人→2人 
 
TA2：もうちょっと作る？聞いてみる？ 
   …… 
   なら一回みんなのノートを見ていい作り方探してみて 































































































































































TA14：たった 4を 4つ使うだけなんだけど、0～9の数字は作ることができたね。 
   なら、10は？奇跡的に 16や 17ができたけど、他にどんな数が作れるんだろう 




































































TW3：   変化が大きい   変化が小さい 



























































   10時から 13時まで  あがっている 
   13時から      さがっている 









TA7：8時や 9時や 15時は？ 















TW11： 9時の気温       15時の気温 
    18℃くらい       26℃くらい 
    17℃くらい       25℃くらい 
    19℃くらい 























































CN25：10時 30分 21℃くらい 
CN26：10時 30分は 21℃くらいだと思います 
    理由はだんだんあがり半分、なので 1℃上がって 21℃ 
TA15：10時 30分できたら 
    11時 30分も 




    21℃くらい （半分たかい） 
CA29：22-20=2 
    2÷2=1 



































































CA37：11時が 22℃で 12時が 26℃だから、平均すると 24℃くらい 
TA22：13時半は？ 
CA38：13時は 28℃で 14時は 27℃で 1℃さがるので 13時半は 0.5℃下がって… 
CA39：27.5℃だと思います 
CA40：グラフには 1目盛が 1なのに、0．5をとかないのに 
小数とか使ってもいいんですか？ 
CA41：小数を使ってもいいと思います 






































































































CA50：ふつうは 7月の方が暑いのに②は 1月の方が高い 
TA30：そうだね、3つは国がちがうの 
    ちなみにこの中で日本は？ 
CA51：③ 
TA31：そう、③は日本の東京 






















































































 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
東京 5 6 8 14 18 21 25 27 23 17 12 7 
































































TW11：東京 最高 27℃ 最低 5℃ 
  シドニー 最高 22℃ 最低 12℃  シドニーは温かい 
          差 5             変化しない 
                        (ぐにゃぐにゃしない) 
 
TA12 ：どんなグラフになると思うか手でやってみて 

















































































CA28：4月は 14より 19がたかく 










































































































































































   





    なぜ 4℃だ？ 
CA52：4月は 19℃と 14℃で 19-14=5 






















  5℃ 18-16=2 








































































23℃              19℃ 
15℃             12℃ 





























































月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
かし出し
数(冊) 







CA6：だから 1マス 1冊ずつじゃよくない 
CA7：100や 150にする 
TA8：すごいなぁ、何を工夫するだ？ 












































































































































   ・1目もり 20冊 
   ・大きい区切りで 100冊 










TW2：  100ずつにする 












































































































































CA16：1目もり 70と 10では違うから見にくくなる 
CA17：350以上の目もりは同じだからいい 





   このままではいいの？ 
CA20：だめ 
TA17：ダメなんだよね。なんで？ 









































































TA14：たった 4を 4つ使うだけなんだけど、0～9の数字は作ることができたね。 
   なら、10は？奇跡的に 16や 17ができたけど、他にどんな数が作れるんだろう 
















































時こく(時) 6 8 10 12 14 16 18 
体温(℃) 37.3 37.7 38.5 38.8 38.8 37.5 36.5 
  グラフ(横じく)を書く 




























































































































































学年（年） 1 2 3 4 
身長（㎝） 116.4 121.0 125.2 134.6 
TA16：学年が変われば身長も変わるね 
TA17：簡単にわかること 


































































































CA26：最高身長が 134.6㎝だから 135.0にして最小な身長が 116.4㎝だから 116㎝に
したら数があわない。 




  ・ 






CA32：あいだにあって 11点と 17点の真ん中よりちょっと下に書けばよい 
TA25：もう少し時間あればわかったかな、次回もグラフを描く練習しよう 







































































TW2    
 
CA3：0.001が何個あれば 1になるかだ 































































































         



































































































1     0.1     0.01     0.001 
1の位  1/10の位  1/100の位   1/1000の位 
 
























































CA28：0.01は 1÷100=1×1/100になって 1/100になるから 
TA19：いいね、わかった？ 



















CA32：1は 0.001×1000だから 1000個だと思います 
TW26：3.246は 1を 
0.1を 
        0.01を 




CA34：1を 3個、0.1を 2個。0.01を 4個、0.001を 6個だと思います 









































































































































































CN16：   4.72 
＋3.17 

























































     4.72＋3.71＝7.89 
 
CN20： 
一の位 1/10の位  1 /100の位 
 4  7  2 
 3  1  7 










   ・ 
   ・ 
まとめ 

















   Km  
4.72Km 3.17Km 
 










































1の位 1/10の位 1/100の位 
  4   7   2 
  3   1   7 






   筆算書けた人いる？ 
CW31：   4.72 
      +3.17 










    小さい位から順に計算する 





    4.72は 0.01が 472こ、3.17は 0.01が 371こなので 























































   見積もり 5-3=2Kｍくらい 
 
 
CN40：  4.72 
     -3.17 







 1  1/10   1/100 
 4   7   2 
 3   1   7 
   
   
 
CN42：   
      4.72 
        -3.17 





CN44：4.72は 0.01が 472こ、3.17は 0.01が 317こ 
    472 
       -317 
        155  











































































4.72は 0.01が 472こ、3.17は 0.01が 317こ 
    472 
       -317 
        155  
   155は 0.01が 155なので 1.55Km  
△△さん‐W： 
     6 
    4.72 
   ‐3.17 
























































   なら二つの問題出すから筆算でしてみてください 
 
TW47：①7＋3.51 




       7  
      ＋3.51 
 
       7.00 
      +3.51  
 
②に対しての CN 
   1 1 
   6.03 
 ＋2.97 
   9.00 
 
TA49：早いけど答え合わせしようか 
CW52：  7 
     ＋3.51 
     10.51 
CW53 
     6.03 
    ＋2.97 
     9.00 
TA50：いいね、位はそろえて計算すること、0は書くときりがないから消しておいて。 















































TW2： お父さんのリュックサックの重さは 9.87Kg です。だいきさんのリュックは
7.56Kgです。おもさのちがいは何 Kgでしょう。 
CN3：9.87-7.56= 
   9.87 
















CN8   987 
-756 
231 











1    1/10    1/100 
 9     8      7 






















































   56のところを 8として大きくみているから 
 
TA14：筆算！！ 
CW19：  9.87 
           -7.56 









CW21：9.87は 0.01が 987個 
    7.86は 0.01が 756個 
    987 
   －756 
    231 
0.01が 231個なので 2.31 
CA22：たしかめの筆算してみよ 
     2.31 
    ＋7.56 




















































TW17： お父さん 4.34kg 
     だいきさん 3.92kg 
TA18：違いは何 kgでしょう 
TA19：式できたら筆算して解いてください 





    4.34 








CA28：みつもりする！ 4‐4＝0で 0より大きくなる 
TA22：なんで 0より大きくなる？ 
C28：…… 
CA29：4‐3＝1 なので 1より小さくなる 





    4.34 
   ‐3.92 






























































CA30：いる。0がないと 1の位がなくなり 42とみるから 






    だいきさん 2.76kg 
TA31：違いはどれくらいでしょう 
CN32：5‐2.76 
   5.00 
  ‐2.76 
 
CN33：みつもり 5‐3＝2 
  5.00   たしかめ 2.76 
 ‐2.76       ＋2.24 




   5 
  ‐2.76 





   見 5－3＝2 
     2＜□ 
TA33：ひっさん 
CN36：  
     499 
     5.00 
    ‐2.76 





















































   私、横式書きます 
   筆算だけ書いて解いてみて 
TW36：①9.62‐6.59 
    ②8.73‐6.78 
    ③5.23‐4.85 
    ④6.05‐5.73 
    ⑤8.73‐3.3 
    ⑥9‐4.58 
  ・ 
  ・ 
TA37：確かめしたら、足し算の練習になるし、正しいかわかるし 
  ・ 
  ・ 
TA38：できた人から出て書いて 
CW：① 
     5 
    9.62 
   ‐6.59 











































































    ⑧3.38＋2.26 
    ⑨4.56＋6 
    ⑩4‐2.14 
    ⑪7.39‐4.3 
    ⑫3.71＋8.47 
  ・ 




CN38：リンゴの重さは 3.75kgですいかの重さは 9.39kg 




   ・ 
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6.2 今後の課題 












1)日本の算数・数学教育 1995 –数学学習の理論化に向けて‐ 日本数学教育学会 編 
2) 「数学に対する態度」 湊三郎  
3)LESSON STUDY IN JAPAN 日本の授業研究（下巻）2009年、スティグラー 
4）初等数学の授業構成とその改革 正木孝昌著  
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